とりあえず、、とりあえず、、、
サッカーやバスケなどの小規模なチームプレイでは、、、

　キャプテンを決めて、一つの作戦に、全員が参加する方が強い場合がある。

　原始段階の集団維持システムだ
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　　　　　　　　　　　キャプテン
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チームメイト

社会構造もこれと似ている。

維新前の我が国、、150年ほど前か、、、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大名
　　　　　　　　　　　　　　　　武士
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　　　　　　　その他
維新の後、欧米を見習って、生産力を上げる社会構造に変えた。









もうちょっと分かりやすく、、










分かりにくいか、、、良いや、めんどくさい、、
「主従関係がたくさんできた。」
　端的に言えば、
　それまでは、「暴力から身を守るため」という理由が、集団を作る大きな理由だっただろう。武力の提供者を保護した。のが、戦国期からの我が国のスタイルであったように思える。、、端的に言えばだよ。。

　それが、維新によって、士農工商が廃止され、、

　　いろいろな見方をする人がいるし、僕もいろんな見方をしてる。これはその一つのモデルにすぎない事、、、、よろしく。。あんま、良く知らんし、、、
方向を変えたんだな、、、

こんな感じで、有ると、
それが形成された流れは、




こんなんが、





「合体しようか~」って話になって、、
その理由は、、生物は常に、「食わねばならん。」という本能と、「誰かが俺を食おうと、どこかで狙っている。」という本能の中で生きている。基本だ。

　その両方を満たす解決策が、合体して強くなる事だろう。





なんか、違う気するし、、、
もういいや、、わけ分からんくなってきた、、、
　また今度書こう、、

